




















































































































































































































































































































































































事例 1）A 君が姉の友人 C ちゃんに向かって不快になるような言葉を繰り返し、見かねた
B ちゃん（A 君の姉）が厳しい口調で A 君に注意する。しかし、A 君の発言は止まらず、
2 人は取っ組み合いのケンカを始め、大泣きしてしまう。その間、C ちゃんは特に発言しな
かった。後で聞くと、A 君は C ちゃんの持っている本に興味があり見せて欲しかったそうだ。
　三者それぞれが、自分の考えや気持ちを適切な言葉で表現し、その言動に至った理由付けを
することができるとよいと感じた。
事例 2）宿題や読書などをして静かに過ごす時間になると、必ず B 君（3 年生）に暴言を吐く

























































































































































































































（グループ B）自分たちの部活の主力選手である A から部長の所に、土曜日の練習を休むとい
う電話連絡があった。日曜日には、部活にとって大切な試合がある。A には事情がありそ
うだが、A はチームの主力選手なので試合のことを考えると、どうしても土曜日の練習に
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